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特集 1 学生たちの活躍にエール！

特別強化指定クラブ、本格始動
日本拳法部●女子バスケットボール部
2025年度から、日本拳法部と女子バスケットボール部が、
本学の特別強化指定クラブとして活動を開始しました。
サークル活動の活性化を図り、選手の成長や活躍を通じて、
本学の魅力を発信し、地域社会にも貢献する活動をめざしています。

躍進する日本拳法部
●日本拳法部は、2016年に創部。
2019年に、サークルのメンバー3名が、
第33回日本拳法愛知県民大会の一
般の部に出場して健闘したことが、サー
クル活動の活性化につながり、強化指
定クラブの基礎を作りました。2024年に
は、日本拳法中部オープン選手権大
会団体戦で準優勝し、個人戦では短
期大学部の学生たちが活躍。2025年
度から、特別強化指定クラブとなり、これ
まで以上に練習に励み鍛錬することで、
今期から始まったさまざまな大会の団体

戦、個人戦で好成績を収めています。
●現在部員は、男子4名、女子8名の
計12名。経営学部経営学科2年の金
子香里奈さんが主将を務めます。監督
とコーチは本学卒業生が担うなど、多
くの人たちに助けられ、日々練習に打ち
込んでいます。
　金子主将は、「真剣に取り組み、結
果を出す。その達成感が喜び。チーム
として互いに助け合い、日本拳法をや
ってなかったら関わることがなかった人
たちと出会え、コミュニケーション能力を
高めてくれたと実感しています」と述べ、
「大会では、練習の成果を発揮し、他
大学の人に『創造大は強い大学』と思
われるように存在感を示したい」と、今
後への意気込みを語ります。
　個人戦で結果を出している高村弓
副主将は、「特に制限がなく自由に闘
えることが日本拳法の魅力」と話し、「私
の場合は今年が最後なので、結果だ
けでなく、精いっぱい楽しめるように頑張
りたい」と笑顔を見せました。井原淑雅

部長は、「学業のみならず、拳法も楽し
み、有意義な学生生活を過ごしてくれ
たらうれしい」と話し、部員らの頑張りを
見守っています。
●神奈川県の横浜武道館で6月に開
催された第38回全国大学選抜選手
権大会では、女子団体がベスト4の成
績を収めました。準々決勝で、前年度
優勝した京都産業大学を破り準決勝
に進出しましたが、準決勝では、強豪
校のひとつである中央大学に惜敗とい
う結果となりました。しかし、本学日本拳
法部の躍進は、大会の台風の目となり、
多くの大学の注目を集めました。目標を
一つひとつ叶えながら突き進む姿に、今
後の活躍が期待されます。

本格的に始動
女子バスケットボール部
●女子バスケットボール部は
2024年度の冬に創部し、6名の
部員でスタートしました。今年度、
全国大会経験者を含む6名の一
年生が入部し、高校部活動で指
導校を常に県大会上位入賞に
導いていた本多芳隆氏が監督
に就任したことで、2025年度から
特別強化指定クラブとなりました。現在
の部員は、全員保健医療学部で、将
来、看護師や理学療法士をめざす学
生たちです。
　練習は、火曜から金曜までの16時か
ら18時40分まで。経験者が少ないこと
から基礎練習に力を入れて行っていま
す。部員たちの目標は、8月に行われる
大学バスケ4部リーグの試合で結果を
出すこと。それに向けて強いチーム力を

付けようと、日々 練習に励んでいます。
●主将は、保健医療学部2年の谷山
愛実さん。高校時代はサッカー部で全
国大会を経験。「サッカーで鍛えてきた
体力を生かして頑張り、チームを引っ
張っていきたい」と話します。
　副主将の鹿毛美月さんは、理学療
法学科1年。長崎県島原中央高校2
年生の時に全国大会に出場している
経験者で、チームのかなめになる選手

です。「学業を頑張るとともに、バ
スケとしっかり向き合い、チームメイ
トと力を合わせてゲームに臨みた
い」と意欲を示します。
　本多芳隆監督は、部員全員が
保健医療学部の学生であることか
ら、「バスケットボールを通して、人
をケアする精神、人と向き合い共
に進む姿勢を醸成させたい」と話
し、「人間的な成長を促し、自分

自身の未来を創る場として、バスケに取
り組んでほしい」と期待を寄せています。
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□経□営□学□部□経□営□学□科
エフエム豊橋で「#盛り上げ隊とのんほい語ろ」

─ 新メンバーによるラジオ番組制作・運営を開始しました ─
毎週土曜日8:00～9:00、「やしの実FM」で放送中

豊橋市教育委員会連携公開講座 □市□民□大□学□ト□ラ□ム

「#盛り上げ隊とのんほい語ろ」は、経営学部経営学科「のんほいパーク盛り上げ
隊！（三輪・山口プロジェクト）」の学生たちによるラジオ番組で、2025年1月11日か
ら放送を開始しました。5月から14代目、盛り上げ隊！（新3年生7名）に代替わりし、
全員でローテーションを組んで、パーソナリティ2名とミキサー1名で放送してい
ます。6月28日は、平尾桜綾さんがミキサーを、岡田晃矢さんと宮下叶愛さんが
パーソナリティを担当しました。この日のテーマは「猛獣エリア」。動物たちの紹介
を通して、豊橋総合動植物公園のんほいパークの魅力を発信しました。

　　　　　　　　　　　 プロジェクトリーダー

平尾桜綾さん
　　　　　 ラジオは、喋るだけ

の仕事と思ってい
ましたが、全く違い
ました。常に色 な々

ことに気をくばり、緊張感がずっと付きま
とい、それだけに、うまくいった時の達成
感は格別です。ミキサーのときはヘッド
フォン越しに心地の良い声が聞こえて
くると自然と嬉しい気持ちに。大変です
が、仕事に誇りが持てる良い経験がで
き、感謝の気持ちでいっぱいです。

岡田晃矢さん
　 ラジオ本番の会

話中に言葉が詰
まってしまった時が
ありましたが、盛り

上げ隊のメンバーや三輪先生のフォロ
ーが入り、大きな失敗にならずに済みま
した。この経験から、自分も人にフォロー
を入れられるように成長することを目標に
しています。今は、緊張しても動物園で
あった出来事などを話すうちに緊張が
ほぐれて楽しめるようになっています。

宮下叶愛さん
すでに3回の放送
を担当しましたが、
毎回緊張しながら
放送しています。た

くさんの人に聞かれている番組なので、
事前の準備や打ち合わせは念入りに
行っています。ラジオを含めて、もしこの
プロジェクトに参加していなかったらで
きないような貴重な体験を、いくつもさせ
ていただけて感謝しています。最後まで
全力で頑張っていきたいと思います。

「サステナビリティについて考える」
  をテーマに経営学部教授が講義

新城Mira Nova（ミラ ノバ）
プロジェクト［7月5日］
新城市鳥原児童館夏祭りに参加
　短期大学部キャリアプランニング科
の井原ゼミでは、本学と新城市との「子
育て支援に関する連携協定」に基づき、
『新城MiraNovaプロジェクト～未来
へつなぐ新しい星～』を立ち上げました。
「MiraNova」とは、未来（Mira）+新し
い星（Nova）の意味を込めた造語です。
今回は7月5日に実施された、新城市鳥
原児童館の「2025すくすくフェスタ七夕
まつり」に参加しました。学生たちは、「輪
投げ、ラッキーボール」のイベントを企
画・運営。約100人の子どもたちが参加
し、喜んでいただきました。学生たちにと
っては貴重な体験になりました。

▲見目喜重教授 ▲中野聡教授 ▲今井正文教授 ▲上原衛教授

　今年度の本学の市民大学トラムは、
「サステナビリティ（持続可能性）に
ついて考える」をテーマに、本学経営
学部の教授陣が4回にわたって開催
しました。5月31日は、見目喜重教授が、
「再生可能エネルギーとサステナビリ
ティ」と題して、東三河地域の太陽光
発電と風力発電の未来について講演
しました。6月7日は、中野聡教授が「欧
州諸国とサステナビリティ」と題して、多
様な働き方を選択できる社会に向けた
働き方改革について欧州の取り組みを

紹介しました。6月28日は、「データサイ
エンス・AIとサステナビリティ」をテーマ
に、今井正文教授が、データサイエン
ス・AIの現在と未来に焦点をあて、将
来的な恩恵や弊害について考える入
門講座を行いました。7月5日は、上原
衛教授が「経営倫理とサステナビリ
ティ（持続可能性）」をテーマに講演。
「経営倫理とは、学問と実践という2つ
の側面をもって規定されている」と述べ
たうえで、サステナビリティ経営に必要
な経営理論について解説しました。
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特集 2 地域の未来を創造する大学

イオンモール豊川連携イベント
「SOZOふれあいフェス」
幼児教育・保育科1年生34名が
和太鼓演奏を披露
　和太鼓を通して「表現」について学ん
できた幼児教育・保育科１年生34名が、
7月19日（土）、豊川市のイオンモール豊
川のセントラルパークで、和太鼓演奏を
披露しました。
　学生たちは、朝元尊教授の「表現学」
の授業で「表現」について学び、その集
大成として和太鼓曲を創作し、「SOZO
ふれあいフェス」に向けて練習を重ねてき
ました。
　演奏は4グループに分かれて行われ、
それぞれに曲紹介をしたうえで、演奏を
披露。会場には多くの家族連れが訪れ、
息を合わせた力強い演奏に聴き入り、大
きな拍手を送っていました。
　演奏後、学生たちは、会場の子どもた
ちに声を掛け、ステージにずらりと並べた
和太鼓を使って和太鼓体験会を行いま
した。
　学生代表と朝元尊教授がリードする太
鼓の音に合わせて、一生懸命太鼓をたた
く子どもたちを学生たちがサポート。会場
には楽しそうな和太鼓の音がにぎやかに
響き渡りました。

子どもたちの夢を育む
地域に開かれた大学として、地域のさまざまなイベントに参加し、

専門性を生かした企画内容で学びを発揮！

サーラグループ主催イベント
「SO GOOD LIFE Fair」に
幼児教育・保育科2年生が参加

子どもたちのお仕事体験
「キッズドリームチャレンジ」
4職種の体験ブースを出展
　子どもたちが夏休みに入った7月の2日
間、豊川市のイオンモール豊川で、23の
お仕事体験ができる「キッズドリームチャ
レンジ」が開催。本学から7月26日（土）
に4職種の体験ブースを出展しました。
看護師、理学療法士、保育士、プログラ
ミング博士の４つです。
　看護師体験では、ナース服を着た子ど
もたちが、患者役の保護者の脈拍を測っ
たり聴診器で心臓の音を聞いたり、キズ
の手当を体験。
　理学療法士体験では、本学卒業生
で現役の理学療法士らが患者役を務
め、子どもたちはねんざについて学びなが

ら、足首のテーピングを体験しました。姉
妹で参加した小学生は、「結構難しかっ
たけど、二人ともスポーツをやっているので
勉強になった」と話していました。
　保育士体験では、幼児教育・保育科
の2年生が、保育士になりたい子どもたち
に、赤ちゃんの抱き方、おむつの替え方、
手遊びの仕方などを教えました。
　プログラミング博士体験では、経営
学科今井ゼミの学生たちが子どもたちに
LEDランプのプログラミングをサポート。
10人ずつ6回行われ、60人もの子どもた
ちが参加しました。
　4つの職種体験はいずれも大好評で、
子どもたちは楽しく体験。学生たちにとって
は学外の人とコミュニケーションを図る貴
重な体験になりました。

▲看護師体験（看護学科）

▲保育士体験（幼児教育･保育科）

▲理学療法士体験（理学療法学科）

▲プログラミング博士（経営学科）

　5月18日、豊橋市のサーラプラザ豊橋
でサーラグループ主催の「SO GOOD 
LIFE Fair 暮らしを彩る学びの森」が開
催され、幼児教育・保育科の加藤克俊ゼ
ミの学生たちが出展。ワークショップ「お
えかきマジック～キミだけのオリジナル缶
バッチをつくろう！」を行いました。学生たち
は、会場に訪れた子どもたちと楽しく話しな
がら、缶バッジづくりをサポート。参加者の
中には何個も作る子どもたちもおり、楽しん
でいる様子が会場に広がりました。
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地域の健康を支える

成果発表
理学療法学科の彦坂潤助教らが、運動チェックアプリ「P

ポーズエス

oseS」を開発

看護学科研修会
京都橘大学の奥野信行教授を講師に迎えて実施

豊橋創造大学看護学研修センター研修会
2025年度「家族支援の事例研修会」に約20人が参加。

　2024年4月 から
翌年3月までの1年間、
運動セルフチェックア
プリの開発に取り組ん
できた理学療法学科の彦坂潤助教らは、
今年の4月、「AI技術を活用したユーザー
フレンドリーな運動セルフチェックアプリの
開発」と題して研究成果を発表しました。
　近年、スマートフォンやタブレット端末を
使って個人が日常的に健康管理を行う
機会が増えていることに注目し、撮影した2

　7月7日、看護学実習施設を対象にし
た2025年度「実習指導に関する研修

　6月14日、「豊橋創造大学看護学研
修センター」は、今年度第１回の「家族支
援の事例検討会」を実施しました。市内
外の看護師、保健師、介護支援専門員
の皆さん約20人が参加し、家族支援を
必要とする社会背景や支援の方法につ
いて学びました。

次元動画をもとに姿勢推定を行う技術を
使って、誰もが容易に自らの関節運動の
状態を確認できるアプリを開発しました。ア
プリ名は「P

ポーズエス

oseS」。
　アプリの有用性を検証するために、豊
橋市内にあるサーラスポーツ（スポーツク
ラブ）の利用者など254人に対してアプリ
体験とアンケートを行いました。その結果は、
今後の開発に反映させていきます。
　彦坂潤助教は、「これまでヒトの動作の
特徴を捉えることで、怪我の予防や最適
な動作指導へ繋げる研究を行ってきまし
た。今回のアプリ開発の研究は、この知見

会」を、本学で実施しました。対面とオンラ
インを併用して行われ、約50人が対面で
受講しました。テーマは、「臨地実習にお
ける効果的な考え方とかかわり方」。講師
に、京都橘大学看護学部・大学院看護
学研究科教授で、看護教育センター長
の奥野信行教授を迎えて行われました。
　奥野教授は、ケーススタディを通して
実践的な指導力を育む「実習指導者と
看護教育の協働学習会」を実施しており、
本学でも、その実践を踏まえた講義とグル

　講義では、本学看護学科の山口直己
准教授が、「事例検討は、実際の患者や
家族とのかかわりの中で困難を感じた時
に支援の糸口を見つけるための有効な
方法」と説明。事例検討会では、「渡辺
式家族アセスメント／支援モデル」を使
用してグループワークを行い、家族支援
について理解を深めました。
　参加者の皆さんから、「事例検討の実

を活かすことで、より精度の高い動きの計
測を行うことが出来ていると考えています。
今後は、更なる健康意識向上への貢献、
医療機関での診療補助、運動時の関節
角度算出を可能にするアプリを目指してい
きます」と語りました。

ープワークが行われました。
　蒔田寛子学科長は、「学生支援の質
の向上につながる貴重な学びの場になり
ました」と述べ、「実習指導者の皆様と共
により良い実習を考えていきたい」と今後
への目標を示しました。

際の取り組み方がよく分かった」「現場で
活用してみたい」などの感想があり、家族
支援への意欲を高める研修会となりまし
た。毎回、トピックスを取り上げるミニ講座
では、蒔田寛子学科長が「2040年問題
と地域医療構想」をテーマに講演し、今
後の地域医療について考えました。

本学保健医療学部では、地域の人たちの健康
を支える、また、教育の質や地域における臨床
看護の質の向上を目的に、学内外においてさ
まざまな講演や研究、研修会を行っています。

▲アプリ「P
ポーズエス

oseS」測定項目 ▲測定画面

◀講義する
　奥野信行教授

×
本学は、三遠ネオフェニックス2024-25シーズンの
オフィシャルパートナーとなりました。
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研究室から

　解剖学という医学の基礎を担う学問
を専門としています。解剖学は、人体や
生物の構造を深く理解することで生命の
神秘に迫る、魅力的な学問です。この探
求は、科学的好奇心を刺激し、医療や
研究の現場での応用にもつながります。
　解剖学の教育では、献体として提供
された貴重な標本や資料を取り扱いま
す。そのため、単に人体の構造を学ぶ
だけでなく、生命の尊厳や感謝の念を

　私の研究テーマへの取り組みは、大
学病院の小児病棟で長期入院の子ど
もの看護に携わったことから始まりました。
就職２年目、入院中の生活習慣や学習
習慣を整えることを目的として学童期の
子どもをプレイルームに集めた病棟学級
の効果について研究しました。3年目に
病院内に院内学級が開設され、子ども
たちはパジャマから普段着に着替え、楽
しそうに院内学級に登校していたことが
印象に残っています。2000年代以降は、

　不確実性が高まっている現代社会に
おける企業活動・経営の質（クオリティ）
に関して、ファイナンス（財務的側面）の
みならず、社会的責任やSDGsなどの
経営倫理や人的資源管理などの非財
務的側面も考慮に入れた経営品質に
関して、金融論、経営学、商学、工学の
学際的側面で研究を行っています。ま
た、銀行員時代の実務経験と教育・研
究実績に基づいて学生のみなさんを指
導し、実社会に役立つ社会人として必

深く理解することが求められます。これは、
医療人としての倫理観や人間性を育む
重要な機会でもあります。
　豊橋創造大学の教員として、専門的
な知識や技術の習得に加え、医療人と
しての高い倫理観と豊かな人間性を備
えた人材の育成に努めています。学生
一人ひとりが、地域社会に貢献し、信頼
される医療人として活躍できるよう、全力
で支援してまいります。

インターネット通信の活用が復学に与
える影響等の研究を行いました。2020
年代、GIGAスクール構想と学校内の
ICT整備が進んだ頃、卓上型ロボット
（テレロボ）を活用した病院と学校との
オンライン交流の研究を行い、現在は
普及活動を行っています。
　子ども同士がつながる方法は時代とと
もに変化していますが、子どもがそこに存
在する場をつくることが、子ども同士がつ
ながるための支援だと思っています。

要なスキルと創造性を磨き、、地域に貢
献できる人材育成に尽力していきたいと
思います。
　ゼミでは、経営資源の、ヒト（Man）・
モノ（Material）・カネ（Money）＋情
報（Information）である3M＋Iのうち、
「ヒト」と「カネ」と「情報」を取り扱い、こ
れらを融合させた「経営管理」「経営
戦略」を学習し、研究・実践し、仲間との
活動を楽しみながら学んでいってほしい
と思っています。

人体の神秘と多様性に触れる

子どもの学びや人とのつながりを
継続する支援＝「子どもの居場所」づくり

実務経験と教育・研究実績に基づき
地域に貢献できる人材育成に尽力

◉保健医療学部 理学療法学科

◉経営学部 経営学科

◉保健医療学部 看護学科 河合洋子
保健医療学部看護学科　小児看護学教授
名古屋市立大学博士（医学）　名古屋市立大学病院小
児病棟で看護師として勤務。名古屋市立大学講師、複
数の大学で教授として勤務。2022年より現職。

上原 衞
経営学部　学部長　教授
早稲田大学大学院博士後期課程修了（博士（工学））。
修士課程修了後、東京銀行（合併後、東京三菱銀行）
に入行し、22年勤務。愛知淑徳大学に22年間勤務後、
2025年4月より現職。

西 啓太
保健医療学部　理学療法学科　講師
長崎大学大学院医歯薬学総合研究科博士課程修了。
博士（医学）。理学療法士として診療所や総合病院で勤
務し、その後長崎大学歯学部の解剖学教員を経て現職。

医療系、ビジネス系、幼児教育まで、
さまざまな分野の課題に向き合う研究室から、
昨今の取り組みをクローズアップ
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　大学とは何か、考えたことはあるでしょ
うか？19世紀末（100年以上前）のフラ
ンスにて、ルイ・リアールという人物は、大
学（université / university）と学 校
（école / school）の違いについて鋭く論
じました。「大学」とはあらゆる学問に開かれ
てそれを統一するものだとした上で、当時の
大学は知的活動と学問的探究を欠いて
いるがゆえに「学校」であると批判したので
す。ドイツとの戦争に負け、フランスの知的
な後進性が問題視された時代にあって、

その発展／再生の希望は、学問的に閉
じ、かつ既存の知識を学生に一方向的
に教えることに終止して知の生産拠点たり
えていなかった大学が「学校」であることを
脱して「大学」となることに託されていました。
　現在の日本には大学が800校以上存
在しています。私たちにとってより身近な存在
となっている大学ですが、「大学」という名を
冠している以上、私たちには「大学とは何
か」を問う姿勢が求められているのだと思
います。

大学とは何か？ 過去を知り、今を見定め、未来を考える

地域企業ネットワークと学びの共進化
実践教育を基軸とした産学連携の歩み

◉短期大学部 幼児教育・保育科

◉短期大学部 キャリアプランニング科

大矢龍弥
幼児教育・保育科　講師
広島大学大学院人間社会科学研究科博士課程後期単
位取得退学。修士（教育学）。2925年度より現職。研究
分野はフランス大学史。

花岡幹明
短期大学部キャリアプランニング科　科長・教授
早稲田大学大学院商学研究科修士課程修了（商学修
士）。同大学院研究科博士課程修了。2012年より、東
三河ビジネスプランコンテスト実行委員長を務めてい
る。

災害発生後の
リハビリテーション医療活動について
東三河産学官交流サロンで講演

　東三河地域を中心に地域企業の戦
略連携やネットワーク形成についての調
査・研究を行っています。当地域は、産業
構造のバランスも良く、同業種・異業種の
交流も盛んに行われています。
　この研究は、本学教育の特徴である
実践的カリキュラムであった学生チャレ
ンジショップやビジネスプランコンテストに
携わる中で得た企業や支援機関との交
流がきっかけとなっています。今から10年
以上前、ある食材加工をテーマとする新

商品開発研究会に学生と参加しました。
参加されていた加工メーカーの開発担
当者の真剣な姿は、学生にとっては大変
貴重な経験となり、また、私も、他社の知識
やノウハウをいかに自社に浸透させるの
かというテーマを得ました。そこから、他大
学の研究者と共に調査研究を行ってきま
した。現在は、これらの成果をまとめ、出版
の準備をしています。引き続き、地域企業
や学生の実践的教育に還元できるように
取り組んでいきたいと思います。

　3月18日、「東三河産学官交流サロ
ン」で、本学保健医療学部理学療法
学科の塚田晋太朗助教が「災害後の
リハビリテーション医療活動と災害関
連死の予防」をテーマに講演しました。
　リハビリテーション専門職種などで構
成されているJRAT（日本災害リハビリ
テーション支援協会）での活動経験を
踏まえ、災害発生後の災害関連死のリ
スクについて示しました。

JRAT所属
保健医療学部理学療法学科

塚田晋太朗助教

　「災害への備えは地域や個々の状
況によって大きく異なるため、画一的な
対策ではなく、個別性の高い避難計画
の策定が重要である。今後は、これまで
の災害医療支援の経験や東三河地
域における調査結果を踏まえ、より支援
が必要なターゲットを明確にした効果
的な支援策を様 な々業種の方と進め
ていきたい」と話しました。

＊「東三河産学官交流サロン」は、産学官民の連
携を深め、地域社会の発展に貢献することをめ
ざして活動している東三河懇話会の活動の一
つです。

教員データブック　
本学に所属する教員の情報をHPで公開しています。
教員は、研究分野・研究キーワードから検索できます。
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　初年次教育の一環として、全1年生
251名を対象に行われた学部学科横
断型教育プログラム。伊藤晴康学長に
よる合同授業「建学の精神」受講後、2
限目は、21チームに分かれて大学施設
探索スタンプラリーを実施。他学科の人
たちとの交流を図りました。

「SOZOキャンパスライフ
スタートDAY」

4／26

　豊橋鉄道株式会社・赤岩口倉庫に
て開催される「市電の日」イベントに合わ
せて、豊橋市の水道施設の春の一般
公開イベントが行われ、本学は、キャリア
プランニング科の瀧﨑ゼミの学生たち
が、上下水道局広報グループの職員と
協力して、ぬりえ缶バッジ制作ブースを
出展。子どもたちに楽しんでもらいました。

水フェス２０２５
Ｓｐｒｉｎｇ

4／13

　社会学を専門分野とする辰巳智行
准教授が担当する教養科目「社会シス
テムと人間」で、保健医療学部看護学
科1年生72名がAI実証世論調査シス
テムを使った実証実験に協力。「豊橋
新アリーナ事業と住民投票」を題材に行
われ、クイズと解説で理解を深め、AIの
つくる仮想人物との議論を体験しました。

AI（人工知能）による
実証実験を体験

6／4

　本学手話サークルHANDSが豊橋
手話ネットワークと共同で出展。ブース
では指文字スタンプを使って栞づくりを、
ステージでは「耳の不自由な人が困るこ
と」をテーマに寸劇と防災紙芝居を上
演。「地震」「津波」「逃げて」「危ない」
などの手話を紹介し、会場の人たちと一
緒に実演しました。

時東ぁみ企画「みんなで
BOUSAIキャラバン」

に手話サークルが参加

8／3

豊橋創造大学手話サークルが豊橋市教育奨励賞を受賞
　2025年８月1日（金）、本学手話サークルは、豊橋市制施行日記念式典において、
豊橋市長より教育奨励賞を受賞しました。本学手話サークルは、平成22年に、保健
医療学部看護学科１期生ら有志によって設立され、翌年の東日本大震災が発生し
た際には、いち早く聴覚障害者の防災対策をテーマとした活動に取り組み、支援活動
を展開しました。現在は、看護学科のほか、幼児教育・保育科の学生らも加わり、防災
紙芝居の読み聞かせ活動や、豊橋市愛市憲章ソング「つつじ」に手話を付けて歌う
活動など、幅広い活動を行っています。これら歴代の会員から受け継いできた活動が
評価され、今回の表彰となりました。今後の活動としては、10月26日（日）に「防災フェス
2025」を予定。地域の方々や、聴覚障害者協会の方 と々、防災についての学びの場
にしたいと思います。

◉教育奨励賞とは
学校教育、学校保健衛生、社会教育など、教育
に関する分野において、その振興・発展に貢献
された個人または団体を表彰するものです。


